
高齢サポート（地域包括支援センター）事業を委託する法人の変更について 

 

１ 変更する高齢サポート 

高齢サポート・深草南部（担当学区：藤ノ森，藤城（別添参照）） 
 

２ 変更する理由 

高齢サポート・深草南部の運営について平成 18 年 4 月から社会福祉法人フジ

の会に委託しているが，この度，法人内における人員確保（特に，保健師等）の

困難性を理由として，平成 2７年度以降の高齢サポート業務を受託できないとの

申入れがあり，平成 2７年度から新たに委託する法人を公募する。  
   

３ 委託法人の選定方法 

平成 2７年度以降藤ノ森，藤城学区（深草南部地域）を担当する高齢サポートに

ついて，下記のとおり選定する。 

 

（１）基本的な考え方 

   京都市内の営利法人を除く社会福祉法人，医療法人，財団法人，社団法人，

特定非営利活動法人等の法人を対象として公募し，応募のあった法人について，

提出される書類などをもとに，審査基準（別紙）によって選定する。  

  ＜審査項目＞ 

   法人の基本理念・運営実績・財務状況，高齢サポート事業計画（受託希望理

由，運営方針，設置計画，職員の確保，職員の資質向上，定着に関する取組，

公正・中立・独立性の高い事業運営の確保，包括的支援事業の実施計画，緊

急時の連絡体制，地域・関係機関等との連携） 

 

（２）選定方法 

  ア 高齢者保健福祉計画ワーキンググループにおいて審査 

  イ 京都市高齢者施策推進協議会（京都市地域包括支援センター運営協議会）

で協議 

 

（３）スケジュール（案） 

時 期 内      容 

平成 26 年 11 月 21 日 
京都市高齢者施策推進協議会（京都市地域包括支援

センター運営協議会）で協議 

11 月 26 日  
公募の広報発表，募集要項等の配布 

（募集要項の配布期間：11 月 26 日～12 月 26 日） 

平成 27 年  1 月 高齢者保健福祉計画ワーキンググループで審査 

2 月 

京都市高齢者施策推進協議会（京都市地域包括支援

センター運営協議会）で協議 

（審査内容，新たな受託法人の決定について） 

      4 月 1 日 新たな委託法人と委託契約を締結，運営開始 
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地域包括支援センター担当区域（深草） 

 

 

①砂川 

①稲荷 

③深草 

②藤ノ森 

②藤城 

 

 

 

圏域 担当学区 第１号被保険者数 単身高齢者数 地域包括支援センター名 運営法人（現在）

稲荷

砂川

藤ノ森

藤城

③ 深草 4,742 1,560 深草中部 （福）京都老人福祉協会

※　第１号被保険者数・単身高齢者数は，平成２５年１２月末現在

（福）京都老人福祉協会

（福）フジの会

①

②

5,213 1,803

5,860 1,969

深草北部

深草南部


